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ふ き た く ら く

卒業生の皆さん、そして保護者の皆様、ご卒

業おめでとうございます。心よりお喜び申し

上げます。卒業に至るまで、本人の努力はも

ちろん、保護者の皆様には多くのご苦労があ

ったことと拝察いたします。また、これまで

のPTA活動並びに学校行事など本校の教育
活動に対しましてご理解とご支援を賜り深

く感謝申し上げます。

さて、ここで卒業生の皆さんに、餞の言葉を送ります。

皆さんにとっての高校生活は、２年以上続くコロナ禍の中、様々

な活動に制限が加えられたり、我慢や変更を強いられたりと、これ

まで経験したことのないことの連続でした。そのような状況の中、

現実をしっかりと受け止め力強く歩もうとする皆さんの姿に頼も

しさを感じていました。皆さんが、決して自分を見失うことなく、

～ 逆境の先にあるもの ～

校長 西 川 勤

それぞれの目標に向けて努力を重ね続けてきたことは、皆

さんにとってこの上ない財産です。

皆さんのこれからの人生においても、今まで考えたこと

がないような様々な問題に直面するはずです。思うように

ならなかったり、苦しい時、辛い時は必ずあるものです。

そんなピンチの時、もがいたりあがいたりしながら自分を

見失うことなく自分の頭で考える経験こそが、心の芯を太

くさせ、自分を成長させるチャンスの時になるはずです。

これから先の時代を生き抜いていくためにも、自分の頭

を使い、強い心で目の前の壁を乗り越えるとともに、自分

を磨き続け自分の願う生き方を精一杯模索してください。

これからの皆さんのますますのご活躍と未来が輝かしい

ものとなることを心から願っています。

休校や部活動の制限、行事の中止や縮小などがあった高校生活でしたが振り返るとあっという間

の３年間だったと思います。今卒業アルバムを見ながら振り返っているでしょうか。この年次には

２年のときから担任と教科を担当することになりました。何もわからないままのスタートでした

が、何とかここまで来ることができました。一応今までの経験も考えながら皆さんに接したつもり

です。皆さんにも反省アンケートを送信することもありますが、自分自身も今までの内容を踏まえ

て反省します。反省するだけでなく、改善点を次に繋げる作業が大事です。また、同じことの繰り

返しにならないように新しいことなど常に勉強する必要が出てきます。これから多くの人が１人暮

らしをすることになると思いますが、手続きなどは自分自身でできるでしょうか。今まで守られて

いた部分がなくなり、基本的に自己責任になります。「自由」という言葉にはどんな印象をもつで

しょうか。実は良い部分も悪い部分もあります。今日で高校生活は最後です。区切りをつけ次の場

面で活躍できるように見守っていきたいと思っています。

年次主任 【3Ｂ 担任】 七 島 貫

【3Ａ 担任】 小山内 義 輝

単位制１０期生の皆さん、そして保護者の皆さん、この度はご卒業おめでとうございます。

俱知安高校に赴任してから１４年になりますが、１０期生のこの３年間の取り組みは過去の他の

学年に負けず、むしろ後輩達の模範となる大変立派なものだったと思っています。学習、部活、生

徒会活動、学校行事のどの場面においても手を抜かず、目標に向かってひたむきに努力する姿は大

変素晴らしく、私は逆に皆さんから多くのことを学び、一緒に頑張ってくることができた気がしま

す。そして、皆さんの人生における貴重な高校３年間を共に過ごせたことをとても幸せに感じてい

ます。

今後はそれぞれの道に進むと思いますが、高校３年間をこれだけ頑張れたわけですから、将来は

様々な分野で大いに活躍できる人材になるのだろうと期待しています。３年間本当にありがとうご

ざいました。



【3Ｃ 担任】 吉 田 あゆみ

卒業おめでとうございます。コロナ禍で思い描くような学校生活が送れず、残念な気持ちもあっ

たことでしょう。しかし友人と和気藹藹としている姿、進路実現に励む姿、部活動に一生懸命取り

組む姿は紛れもなく高校生の青春像でした。これからは自分で考え行動し、失敗しても自分で軌道

修正していくことが必須となります。どんな場面でも手を抜かずに取り組んできた皆さんなら自分

の道を切り開いていけると思っています。頑張ってね。ただ、就職後本当にやりたいことをやれる

までにはまだもう少し時間がかかります。私も「本当にこの道で良かったのか」と焦り、苛立つこ

とがありました。その時に支えとなったのが、高校時代の先生から教えてもらった言葉です。高校

生活を通して学んだことは今理解できなくとも、将来何らかの形で皆さんの人生形成に貢献できる

と信じています。最後になりますが保護者の皆様、今までのご協力、ご支援ありがとうございまし

た。

【3Ｄ 担任】 山 本 一 葉

卒業生の皆さん、保護者の皆さま、ご卒業おめでとうございます。高校３年間はどうでしたか？

高校生活を振り返ってみて高校入学時、または在学中に抱いていた夢や目標を達成することが出来

ましたか？ これからは自分達の手で得た各々の進路での生活になります。進路活動の中で志望動

機として今後どのように働きたいかについて考えたはずなので、それが言葉だけにならずに自分自

身が思い描いた理想に近づけるように頑張ってください。上級学校での生活、社会人としての生活

は大変なことも多くありますが、今まで知らなかった楽しいことや面白い経験ができることもたく

さんあります。夢や目標に向かって頑張ることも必要ですが、楽しいことを探す余裕も欲しいです

ね。どこかでみなさんの活躍が耳に入ってくることを楽しみにしています。できる！できる！でき

る！


